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はじめに

筆者は昨年青森県の日本海岸に広く分布する津軽屍風山砂丘を取Dあげ研究報告した。さら

κ今年は同じ東北地方の日本海岸にある庄内砂丘を研究した凸その結果をここに報告し諸先輩

の御教示室仰ぐ次才である。

調査の方法としτは主に現地調査と砂丘地内の百数ケ所から採取した砂のサンプノレを粒度分

析した結呆と空中写真。判読によった。

向当砂丘地κついτの研究は小笠原義勝(1946)の報告があるにすぎない。

砂丘地の概観H 

東西約1.5 --3 KmV幅をもっτいるQ調査地域は北は吹浦から南は湯野浜まτkよそ 33 Km 

吹浦付近では幅は狭<.1. 5 Km程度で日向川付近では 2.5Km，最上川以南VC.;b~ぃτはf1kま 3 Kmの

幅をもっτいる。標高は日向川以北tよび，最上川以南に公いτは 60m前後の定高性をもっ

が，日向川以南酒田市付近までは2om--3 om--c砂丘地内で最も低凶地域℃ゐゐ。

この庄内砂丘地はほぼ中央に酒田市が立地しτいるため土地利用の点では昇風山砂丘地よ D

かなD進んで.;b-9特に砂丘地北部では国道7号線の新道が砂丘地の中を南北に建設されたため

その周辺Uζ公いτは急激な土地利用の変化が見られる。

砂丘地の地形についτE 

当砂丘地には海岸線と平行に3列の砂丘が存在するがこれを小笠原(l946)は東部砂丘，中

部砂丘，西部砂丘と名付けτいるのでこの報文でも以下この名称を使用する〈才 l図)0 

く東首婦、丘〉

ζの砂丘は標高約 60m--C3つの砂丘中最も高〈庄内砂丘地の本体をなしτいる。この砂丘

は日向川以北と最上)11以南に存在し酒田市付近には存在しない。その理由としτ最上川の侵蝕

が考えられる。

く中部砂丘>

この砂丘は最よ川河口付近にしか存在せず特に最上川の北にtぃτ発達が著しい。高度も東

部砂丘よ bはかなり低(20m程度て毒 9，福田市日枝神社付近で32mv標高を示すのが最，p
 

z
，円、

守

h

t 高℃ある。

く西部砂丘〉
官

この砂丘は海岸線にそっτ分布し保高約 1Offif3つの砂丘中最も低〈最も新しい砂丘であ
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ゐ。その分布は北から南ま℃連続的である。以上東部，中 才l図 才2図

部，西部の砂丘の配列によっτ，砂丘地は次の3つの員蹴 砂丘区分図 粒度分布図

K区分される。

く日向川以北>

東部，西音師、丘は存在するが中部砂丘はほとんど存在し

ない。砂丘の幅は吹1甫付近℃一番せま〈南に行くに徒い少

しずつ幅を広げτいる。様高kよそ 60血℃分水嶺は著し

く東にかたょっτ対東斜面は西斜面に比較し効的念亡あとb

く日向)11--最上川Rヨt

乙の地域の標高は最高で 30m-c他の 2つの地域よりは

かなb低い。東部砂丘は存在せず中部，西部砂丘からなっ

τいる。砂丘の幅も狭〈約 2Kmほどである。この地域℃特

K古湊と豊里で砂丘の幅が特に狭いのはかっτ日向川がこ

こから海に庄いでいたためと思われる。

く叢上川以南>

ここも日向川以北と同様60m前後の標高を示し南音[)VC

bいτは70mι人上の部分もみられるQ 幅約 3Kmで定高性

のある分水嶺はやはb東側に寄っτいる。西斜面はゆるく

西部砂丘との同κ保高 5--2 Omo広凶平担面を形成しτ

;.t，~ t>最上川河口付近では中部砂丘がそれをわずかKうめτ

存在する。

なtこれらの砂丘は横列砂丘でほとんど風蝕をうけτい

ずこの点，津軽扉j武山砂丘が典型的な侵蝕砂丘を示すのと

対称的である。このちが凶は砂丘の形成期の差，砂の供給

量による差と気象状況から来るものと思われる。

なb参考ま-cvc酒田市K量ける気象状況を才 1~元κまと

めτ i，~< 0 

W 砂丘の粒度組成

砂丘地内から砂のサンプルを 11 1ケ採取し粒度分析を

行った。その結呆A--Eまで5のの型に分類することが℃

きた〈才2表〉。

A型-2!fと3fsを加えると 90φ以上に達する 07ク〉
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B型-21~ζ ピークがあ!J 1 !tと2!tJ 2!tと3!tの才2表

いずれを加えτも90 fVC達しない(19ク〉

C型-I!tと 2!tを加えると 90各に達し2!tが 70 

各以上のもの (24ク〉

D型-1!tと2!tを加えると 90 φιL上℃ピークは2

ω2ク〉古ζあるが 70~ 以下である。
d
司

?

j
a
J
-・4

E型ー lダと 2!tを加えると 90 φに通し 1!tが 60 

tIJιL上を占める (9ケ〉

A→Eへとだんだん粒度が荒〈なっτいく。
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切

これらのsつの型の中央粒径値 (Md!t)・分級度

(Q，d!t)を示したのが才3表である。

砂丘地の南から北ま \:9 ク所τMd !þ~dþ (乙乙℃

Q，d!tとはMdt7 5-Md!t 2 5)を計り砂丘地の

南北変化をみ，文それぞれの地点℃東西変化を見た。

その結果，粒度は最上川付近℃最も祖〈それぞれ南と

北へ行〈に従い細か〈なっτいく。特K乙の傾向は北

個~VC台いτ顕著vC見られる。

最上川以北Kなける粒度と
距離0相関グラフ

才4表

"「
岨闘

0
・

/.0 

こ伎ヌD型の分布状態は才 2図の通りであるが，これ

を見ると，
u 

A型はこ¢砂丘砂中最も細〈主に吹浦付近に集中的κ分

蜘)I布する。それ以外の所℃はほとんど見られない， B型

はA型ょb少しあらく， A型より最上川に近い距離に

画10 

最上川以南Kなける粒度と
距離の相関グラフ 分布する。やはD日向川より北K台いτ顕著でゐゐ。

芳5表

C型は最上川以北にまTいて?個，以南K公いては 15 ω
r
m
 

事

i圃見られる。以北に沿いては例外的に吹浦付近℃東部

砂丘の下部で見られ赤褐色を示すー最上川以南K台い
4 

これは青塚τは黒森付近と最南部氏公ぃτ見られる。

付近と吹浦付近のものと距離的K対応する。 D型は

111個中 42個を占め最も多く分布する。最上川以南

VC:J:."ぃτは東部砂丘K多〈みられるが以北にお・ぃτは15 

宮海付近℃は西部及び中部砂丘にも見られる。 E型は

最土川付近にだけ分布しτいる。砂丘砂中最も租らい
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が lダと 2:fを加えると 90' *主人l:VCも達し風成砂であるが，しかし最上川の影響をもかな D

うけτいると思われる。

以上粒度分布と粒度の南北変化を見ると最上川河口付近で最も祖なE型が分布し最も北の吹浦

付近ではA型が分布する。 その同vcDCBというJI民序で配列するQ このことに注目し河口から

の距離と粒度との聞に幾分かの相闘があるのではないかと忠い距臨と粒度との相闘グラフを作

成した〈才 4表，才 5表)0 (距離は最上川河口からの距離・粒長はMd:fを用いた〉 ζこで

は最上川以北と最上川以南にわけτグラフを作ったが，その結果以北にbいτは相関係数0857

以南vci>'いτは0.771で北部κbいτはかなD高い相関関係が得られた。表を見ると以北に公

ぃτは距離が 10阻を過ぎるとA型B型が分布するが以南ではA型B型は非常κ少(C型D型

が分布する。これが以南の相関係数の値を小さ〈しτいる原因である。この以北と以南¢漣い

むーフは治岸流によると忠われゐ。この付近の泊岸流は北流しτぉ't最上JIIから排出された土

土砂は泊岸流によっτ主K北方に通搬される。しかし土砂の祖らいものは河口付近に堆積し粒

の細かいものほど遠くへ遥ばれ，そしτ北西風によっτ吹きあげられ堆積する。乙れK対しτ

以南に好いτは最上川の影響は北部ほど強いとは思われずそのことが相関係数の値の差となっ

τあらわれたものと考えられる。なお・，このような相闘が見られるのは最上川が砂丘の中央K

河口をもつことと泊岸流が北流するためであD昇風山砂丘のような場合はほとんど見られない。

コナ l表 気象状況

7 I 8 I 9 12i年|2 3 4 6 10 

気温平均 08 C泡 36 88 139 186 229 143 86 3411J 

11平均最高 3.4 35 スl 223 262 287 2414 吋 11晶

。。
11平均最低 -20 --20 05 471 98 155 lヲ9 21.2 167 1061 501 061 8A 

平均温度刀 Z61 741 751 781 82 吋 83817712764H1 刀I78 省
平均風速 9.11 Z91 671 591 48 必 381 411 4A I 501 刈 591 nys 
!降水量 16031114111218! 11421101.61149♀ 199511635 b 9必 1940 1 192312136~918.41 mm I 

酒田損!J侯所調 統計期間1.940-1.960但し風速は1.951--1.960

下

V 砂丘のお・いたち

東部砂丘の基盤となるのは旧期砂丘である吹浦付近の露頭℃は

三層の砂層が見られ一番下位の砂層は補色砂℃上のJ冒とは不整合

℃るる。又南部に企いτは粘土質砂層をもっτ区別される。その

後，中部砂丘を形成した時期が来る。中部砂丘は主に最よ川河口

付近にしか形成されなかった。しかしこの時期の砂は広〈旧期砂

丘をお'i>'っτいる。その後現海岸線にそっτ最も新しい西部砂丘
が形成された。この時期の砂を中部砂丘，京都砂丘に公いτも見

-13ー

L|主 I Mdj'l Q，df 
型1.841~.~ 
B 型 1. 5 5 0.5 7 

O 型 1. 4 0 O. 4 6 

D 型 1. 1 1 O. 5 3 

IE型 0.8 4 0.5 1 
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この砂丘は東部，中部，西部の各砂丘に万世Tられる。① 

この砂丘地はよ記の砂丘θ配列。しかたによっτ日向川以北，日向川・最上川向，最上川(1) 

以南の 3地域に区分される。

粒度分析。結呆砂丘砂はA・B.C.D.Eco5つの型に分類されたQ

この砂丘地に台凶τは最上川河口からの距離と粒民との同托相闘闘係が見られ，長ヒJ!十河

(J; 

④ 

口よ U北部kζ台凶τこの|謁係は著し凶。

乙の砂丘の場合は粒度分析によっτ砂丘砂の新期・旧期を判別すゐことはかなり困難であ③ 

ゐ。
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